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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
四
号
（
令
和
五
年
三
月
刊
）

一

問
題
の
所
在

一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
、
日
本
の
侵
略
政
策
の
一
端
を
担

う
「
開
拓
移
民
」
の
配
偶
者
と
し
て
、
日
本
国
内
か
ら
満
洲
に
渡
っ
た
女
性
た

ち
が
い
た
。
彼
女
た
ち
は
「
大
陸
の
花
嫁
」
と
呼
ば
れ
た（1
）。

大
陸
の
花
嫁
に
関
わ
る
研
究
の
多
く
は
歴
史
学
や
社
会
学
の
立
場
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
加
納
実
紀
代
は
「
大
陸
の
花
嫁
」
を
、「
純
血
大
和
民
族
の
子
孫
を

殖
や
す
手
段
」
で
あ
り
、「
現
地
の
ひ
と
び
と
を
日
本
文
化
に
同
化
さ
せ
る
た
め

の
道
具
」
と
し
て
、「
近
代
日
本
の
矛
盾
を
集
約
し
て
背
負
わ
さ
れ
」
た
存
在
と

指
摘
し
た（2
）。
松
田
澄
子
も
女
性
史
の
視
点
か
ら
「
大
陸
の
花
嫁
」
の
役
割
と
戦

争
被
害
を
明
ら
か
に
し
た（3
）。
ま
た
、
古
久
保
さ
く
ら
は
「
大
陸
の
花
嫁
」
を
め

ぐ
る
言
説
を
満
洲
農
業
移
民
家
族
の
言
説
か
ら
捉
え
直
し
、「
最
も
私
的
な
分
野

と
し
て
思
わ
れ
が
ち
な
家
族
を
め
ぐ
る
言
説
が
、
国
家
的
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
女
性
達
の
関
与
を
ひ
き
だ
し
う
る
可
能
性
」
を
指
摘
し
た（4
）。

そ
の
ほ
か
、
主
に
社
会
教
育
史
の
視
点
か
ら
の
研
究
で
あ
る
「
大
陸
の
花
嫁
」

の
養
成
を
議
論
し
た
﹃
満
洲
「
大
陸
の
花
嫁
」
は
ど
う
つ
く
ら
れ
た
か
﹄
は
、

「
大
陸
の
花
嫁
」
養
成
の
社
会
的
基
盤
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
文
芸
作
品
に
み

る
「
大
陸
の
花
嫁
」
イ
メ
ー
ジ
に
触
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
男
性
作
者
に
よ
る

男
性
主
人
公
を
描
い
た
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
「
美
し
さ
を
も
つ
」、

満
洲
で
「
新
た
な
生
活
へ
の
期
待
を
実
現
す
べ
き
「
希
望
の
星
」」
と
し
て
「
大

陸
の
花
嫁
」
が
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
る
力
学
を
明
ら
か
に
し
た（5
）。
た
だ
し
、
男
性

の
立
場
か
ら
「
大
陸
の
花
嫁
」
の
表
象
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
議
論

の
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
女
性
主
体
に
よ
る
「
大
陸
の
花
嫁
」
の
表
象

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
問
題
化
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
の
目
的
は
、「
大
陸
の
花
嫁
」
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
女
性
自
身
の
語
り

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
語
り
が
孕
む
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
の
具
体
的
な
対
象
と
し
て
、
井
筒
紀
久
枝
の
残
し
た
テ
ク
ス
ト
を
取
り

上
げ
る
。

一
九
二
一
年
、
福
井
県
に
生
ま
れ
た
井
筒
紀
久
枝（6
）は
一
九
四
三
年
に
渡
満
す

る
。
だ
が
、
わ
ず
か
二
年
後
に
終
戦
を
迎
え
、
チ
チ
ハ
ル
の
難
民
収
容
所
で
の

生
活
を
経
て
、
一
九
四
六
年
に
日
本
に
引
揚
げ
た
。
井
筒
が
一
九
七
七
年
に
出

版
し
た
句
集
﹃
望
郷
﹄（
北
荘
文
庫
）
は
こ
の
一
連
の
実
体
験
に
基
づ
い
て
製
作

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
井
筒
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
文
章
教
室
に
入
門
。
一
九
九
三
年

自
分
を
書
く
「
大
陸
の
花
嫁
」

︱
︱
井
筒
紀
久
枝
論
︱
︱

王
　
　
　
璇

静
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に
は
自
分
史
作
品
﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄（
生
涯
学
習
研
究

社
）
を
発
表
、
本
作
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
自
分
史
文
学
賞
大
賞
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に
井

筒
は
、
二
〇
〇
四
年
に
新
た
な
自
分
史
作
品
﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄（
岩
波
書
店
）
を

発
表
し
て
い
る
。

井
筒
は
俳
句
と
自
分
史
と
い
う
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
で
「
大
陸
の
花
嫁
」
と
い

う
独
特
の
立
場
を
綴
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
史
作
品
と
い
う
単
一
の
ジ
ャ

ン
ル
で
二
つ
の
作
品
を
書
い
て
い
る
。
三
作
品
で
異
な
る
語
り
を
明
ら
か
に
し
、

井
筒
の
創
作
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
植
民
地
や
戦
争
の
体

験
の
多
層
性
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二

日
常
の
断
片
︱
︱
俳
句
句
集
『
望
郷
』

井
筒
は
引
揚
げ
後
、
一
九
四
八
年
か
ら
加
藤
楸
邨
の
俳
句
結
社
「
寒
雷
」
に

投
句
を
始
め
て
い
る（7
）。
句
集
﹃
望
郷
﹄
は
こ
の
投
句
を
元
に
製
作
さ
れ
た
。
二

部
構
成
で
、
第
一
部
に
は
「
わ
が
青
春
を
捧
げ
し
北
満
の
日
々
」、
第
二
部
に
は

「
紙
漉
き
し
わ
が
少
女
時
代
」
と
い
う
題
が
付
い
て
い
る
。
第
一
部
で
は
満
洲
生

活
と
引
揚
げ
体
験
が
描
か
れ
、
第
二
部
で
は
渡
満
前
と
引
揚
げ
後
の
本
土
の
生

活
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
満
洲
生
活
と
引
揚
げ
体
験
を
詠
ん
だ
第
一
部
「
わ
が
青
春
を
捧

げ
し
北
満
の
日
々
」
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
初
出
未
見
の
句
も
含
め
て
取
り
上

げ
る
が
、
筆
者
の
調
査
し
た
限
り
、
多
く
は
七
〇
年
代
に
﹃
寒
雷
﹄
掲
載
さ
れ

た
句
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
一
部
の
収
録
句
は
七
〇
年
代
に
創
作
さ
れ
た
も
の

が
主
で
あ
る
と
推
察
で
き
よ
う
。

西
田
も
と
つ
ぐ
も
「
満
洲
の
結
誌
社
な
ど
に
農
村
女
性
の
俳
句
作
品
は
少
な

い
と
思
わ
れ
」、
井
筒
の
﹃
望
郷
﹄
に
対
し
て
も
「
帰
国
後
の
回
想
作
が
多
い
と

思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
「
当
時
の
生
活
を
的
確
に
リ
ア
ル
に
描

い
て
作
品
の
完
成
度
は
高
く
、
満
洲
俳
句
史
の
一
郭
を
占
め
る
」
と
高
く
評
価

し
て
も
い
る（8
）。
西
田
の
い
う
「
当
時
の
生
活
」
と
は
、
井
筒
が
「
大
陸
の
花
嫁
」

と
し
て
経
験
し
た
農
耕
生
活
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
満
洲
に
い
た
文
化

人
と
は
異
な
る
井
筒
独
特
の
生
活
で
あ
る
。
た
だ
し
、
西
田
は
「
リ
ア
ル
」
と

評
価
す
る
俳
句
表
現
に
つ
い
て
具
体
的
な
分
析
を
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

で
あ
れ
ば
、
こ
の
観
点
か
ら
俳
句
表
現
の
緻
密
な
分
析
が
必
要
に
な
ろ
う
。

ま
ず
は
満
洲
の
光
景
を
描
く
「
開
拓
地
」
の
章
を
読
み
解
く
。
鉤
括
弧
で
俳

句
の
初
出
を
記
し
、
確
認
で
き
な
い
場
合
は
未
明
と
し
た
。

解
氷
期
野
原
動
く
や
豚
生
ま
る
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
五
・
五
月
）

放
牧
や
桔
梗
芍
薬
い
っ
せ
い
に
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
五
・
一
二
月
）

麦
熟
れ
て
東
西
南
北
地
平
線
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
六
・
二
月
）

一
句
目
、
春
の
季
語
で
あ
る
「
解
氷
期
」
に
「
野
原
」
が
「
動
く
」
と
い
う

比
喩
が
、「
豚
生
ま
る
」
に
よ
っ
て
具
体
化
し
て
い
る
。
満
洲
の
春
に
は
、
活
き

活
き
と
し
た
生
命
が
そ
こ
に
あ
る
と
感
じ
さ
せ
、
生
命
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
三
句
目
は
夏
の
季
語
「
麦
熟
れ
て
」
を
用
い
て
、

東
西
南
北
の
地
平
線
に
見
渡
す
限
り
麦
畑
が
広
が
っ
て
い
る
場
面
か
ら
は
当
時

の
満
洲
農
業
移
民
が
持
つ
収
穫
の
喜
び
と
希
望
が
感
じ
ら
れ
る
。

特
に
注
目
し
た
い
の
は
二
句
目
で
あ
る
。
こ
の
句
で
は
、
上
五
に
季
語
で
は

な
い
「
放
牧
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
中
七
に
二
つ
の
季
語
を
詰
め
込
ん
で
い
て
、

「
き
き
ょ
う
、
し
ゃ
く
や
く
」
と
三
音
四
音
で
切
れ
て
い
る
た
め
に
リ
ズ
ム
と
安
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定
感
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
桔
梗
と
芍
薬
は
季
語
と
し
て
属
す
る
季
節

は
異
な
る
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
季
重
な
り
の
使
用
で
、
日
本
内
地
で
あ
り
え
な

い
満
洲
に
お
い
て
芍
薬
と
桔
梗
が
一
斉
に
咲
く
光
景
を
詠
ん
で
い
る
の
だ
。
こ

の
季
重
な
り
は
井
筒
の
意
図
的
な
表
現
で
あ
ろ
う（9
）。

こ
の
三
句
の
よ
う
に
、
井
筒
は
現
地
開
拓
民
の
眼
差
し
か
ら
、
希
望
が
あ
り

生
命
感
あ
ふ
れ
る
満
洲
を
可
視
化
し
よ
う
と
す
る
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
に

従
っ
た
春
耕
秋
收
の
農
耕
生
活
、
戦
争
の
雰
囲
気
な
ど
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い

「
農
業
移
民
」
の
人
々
の
日
常
生
活
を
鮮
や
か
に
描
く
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
開
拓
団
の
人
々
に
と
っ
て
慣
れ
な
い
異
郷
の
地
で
あ
る
満
洲

で
生
き
る
こ
と
の
難
し
さ
を
詠
ん
だ
句
も
あ
る
。

牛
連
れ
て
曠
野
は
五
月
種
付
け
に
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
五
・
一
二
月
）

収
穫
期
ラ
ン
プ
の
下
で
麵
麭
揑
ね
て
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
六
・
二
月
）

一
句
目
で
は
本
土
と
違
う
地
理
環
境
と
満
洲
で
の
慣
れ
な
い
大
陸
式
農
法
に

つ
い
て
、
二
句
目
で
は
「
ラ
ン
プ
の
下
」
で
家
事
を
す
る
、
電
灯
の
な
い
移
民

生
活
の
「
予
期
も
し
て
い
な
か
っ
た
き
び
し
」（
一
四
頁
）
さ
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

前
掲
の
よ
う
に
、
開
拓
民
の
希
望
溢
れ
る
満
洲
を
表
現
し
つ
つ
も
、
並
行
し
て

現
地
生
活
の
不
便
さ
と
辛
さ
も
表
現
さ
れ
て
い
る
、
少
な
く
と
も
戦
後
井
筒
が

俳
句
を
詠
ん
だ
時
は
そ
の
不
便
さ
を
す
る
気
持
ち
が
見
え
る
。

続
く
「
満
人
部
落
」
の
章
で
は
、
井
筒
の
視
線
は
現
地
の
中
国
人
に
移
る
。

こ
の
章
の
十
二
句
の
う
ち
三
句
が
纏
足
に
言
及
し
て
い
る
。

向
日
葵
や
よ
ち
よ
ち
纏
足
出
て
は
入
り
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
六
・
一
月
）

纏
足
の
た
ら
た
ら
立
ち
て
西
瓜
食
ふ
（
初
出
不
明
）

纏
足
の
鶏
を
集
め
て
日
向
ぼ
こ
（
初
出
不
明
）

中
国
人
女
性
を
表
す
と
き
に
「
纏
足
」
を
用
い
る
こ
と
は
、
井
筒
独
特
の
表

現
で
は
な
い
が
、
彼
女
の
俳
句
で
は
「
出
て
は
入
り
」
や
「
西
瓜
食
ふ
」、「
鶏

を
集
め
て
」
な
ど
の
日
常
生
活
の
シ
ー
ン
が
前
景
化
す
る
。「
纏
足
」
女
性
の
日

常
生
活
の
描
写
か
ら
は
、「
大
陸
の
花
嫁
」
で
あ
る
井
筒
が
中
国
人
女
性
へ
寄
せ

る
関
心
の
あ
り
か
が
読
み
取
れ
よ
う
。

井
筒
が
「
纏
足
」
を
表
現
す
る
時
に
は
「
よ
ち
よ
ち
」「
た
ら
た
ら
」
の
よ
う

に
擬
態
語
が
用
い
ら
れ
る
。
本
来
赤
ち
ゃ
ん
に
用
い
ら
れ
る
「
よ
ち
よ
ち
」
は

女
性
が
小
さ
な
歩
幅
で
歩
く
さ
ま
を
描
き
、「
た
ら
た
ら
」
は
纏
足
女
性
が
揺
れ

な
が
ら
立
つ
姿
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
覚
的
表
現
は
、
満
洲
で
の

中
国
人
女
性
の
不
安
定
な
生
活
状
態
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
は
、「
開
拓

地
」
の
章
で
日
本
女
性
が
生
き
生
き
と
農
業
を
す
る
姿
を
描
く
の
に
対
し
て
、

纏
足
女
性
が
労
働
の
担
い
手
に
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
も
い
え
、

現
地
の
人
々
に
対
す
る
微
か
な
優
越
感
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

こ
こ
ま
で
で
取
り
上
げ
た
句
は
、
植
民
者
で
あ
る
日
本
人
の
平
和
な
生
活
を
、

中
国
人
の
生
活
と
併
せ
て
描
き
出
し
た
句
と
い
え
る
。
だ
が
、
中
国
と
の
戦
争

の
情
勢
の
推
移
に
伴
い
、
日
本
人
は
満
洲
で
の
植
民
者
の
優
位
性
を
失
い
は
じ

め
る
。
井
筒
が
敗
戦
を
詠
っ
た
句
に
は
、
異
民
族
の
中
国
人
や
「
敵
」
の
姿
は

登
場
し
な
い
。
代
わ
り
に
描
か
れ
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
支
配
者
で
あ
っ
た
日

本
人
の
姿
で
あ
る
。「
敗
戦
」
の
章
で
は
戦
争
の
直
接
的
な
表
現
は
あ
ま
り
な
く
、

強
調
さ
れ
る
の
は
戦
場
で
も
っ
と
も
弱
く
、
捨
て
ら
れ
や
す
い
子
供
の
存
在
で

あ
る
。



─　　─22

蚤
虱
じ
わ
じ
わ
餓
ゑ
て
死
に
し
子
よ
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
四
・
九
月
）

穴
掘
っ
て
わ
が
子
埋
め
し
枯
野
か
な
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
二
・
八
月
）

子
が
死
ん
で
枯
野
は
星
が
き
ら
め
け
り
（
初
出
不
明
）

子
が
死
ん
で
蚤
に
虱
に
血
を
分
か
つ
（﹃
寒
雷
﹄
一
九
七
五
・
一
〇
月
）

掲
句
は
全
て
、
日
本
人
の
子
供
た
ち
の
残
酷
な
戦
争
体
験
を
ま
ざ
ま
ざ
と
描

い
て
い
る
。「
蚤
虱
じ
わ
じ
わ
餓
ゑ
て
死
に
し
子
よ
」
に
は
、
現
地
の
食
糧
不
足

と
、
難
民
に
な
っ
た
子
供
の
、
不
潔
で
辛
酸
な
敗
戦
体
験
が
強
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。「
子
が
死
ん
で
」
か
ら
始
ま
る
二
句
は
、
子
供
の
死
を
対
照
的
に
表
現
し

て
い
る
。
一
句
目
は
、
子
供
の
死
を
「
枯
野
は
星
が
き
ら
め
け
り
」
と
抒
情
的

に
表
現
す
る
が
、
二
句
目
は
「
蚤
に
虱
に
血
を
分
か
つ
」
と
即
物
的
に
表
現
す

る
。
死
ん
で
星
と
な
る
よ
う
に
願
う
切
な
る
気
持
ち
と
眼
前
の
残
酷
な
光
景
が

並
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
失
う
体
験
の
複
雑
さ
を
巧
み
に
表
現
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

「
引
揚
げ
」
の
章
で
は
、「
祖
国
」
と
「
異
国
」
に
関
わ
る
表
現
が
出
現
す
る
。

わ
れ
に
祖
国
敗
れ
て
も
月
の
ぼ
り
く
る
（
初
出
不
明
）

雁
わ
た
る
北
満
南
満
は
よ
そ
の
国
（
初
出
不
明
）

大
人
に
な
っ
て
か
ら
渡
満
し
た
井
筒
に
は
、
明
ら
か
に
「
祖
国
」
の
意
識
が

あ
る
。
敗
戦
に
よ
っ
て
満
洲
国
の
開
拓
民
と
し
て
の
夢
は
破
れ
た
が
、
敗
戦
し

て
も
「
月
」
は
「
の
ぼ
り
く
る
」。
敗
戦
後
の
外
地
に
登
る
、
不
変
の
美
し
さ
を

持
つ
月
を
通
し
て
、
不
滅
の
存
在
と
し
て
の
「
祖
国
」
に
す
が
る
姿
を
見
て
取

れ
る
。
敗
戦
を
体
験
し
た
井
筒
の
脳
裏
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
概
念
の
「
祖

国
」
の
姿
が
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。

二
句
目
で
は
、
井
筒
が
「
北
満
南
満
」
を
「
よ
そ
の
国
」
と
捉
え
、
日
本
人

の
植
民
者
で
の
身
分
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
藤
村
妙
子
は
「
大
陸

の
花
嫁
」
が
「「
擬
似
的
な
自
己
実
現
」
や
「
家
族
制
度
か
ら
の
解
放
」
は
他
国

の
民
の
土
地
を
奪
う
侵
略
行
為
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
」
と
指
摘
す
る（10
）。
句
集

名
の
﹃
望
郷
﹄
が
示
す
よ
う
に
、
や
は
り
こ
の
時
点
で
の
井
筒
の
「
よ
そ
の
国
」

に
対
す
る
認
識
は
、
母
国
へ
の
憧
れ
に
収
束
し
た
移
民
と
し
て
の
「
大
陸
の
花

嫁
」
で
あ
り
、
そ
の
侵
略
性
な
ど
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

三

人
生
を
描
く
︱
︱
自
分
史
『
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑

の
中
に
老
ゆ
』

八
〇
年
代
か
ら
流
行
し
た
自
分
史
は
、
現
在
の
時
点
で
自
分
の
過
去
を
再
認

識
し
た
も
の
と
し
て
、
日
本
独
特
の
表
現
ジ
ャ
ン
ル
と
い
っ
て
よ
い
。
注
目
す

べ
き
近
年
の
自
分
史
研
究
で
あ
る
釋
七
月
子
﹃「
自
分
史
」
は
語
る
﹄
は
、
自
分

史
の
成
立
と
展
開
を
整
理
し
、
満
洲
引
揚
げ
体
験
者
で
あ
る
鈴
木
政
子
の
﹃
わ

た
し
の
赤
ち
ゃ
ん
﹄（
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
八
）
や
台
湾
日
本
語
世
代
な
ど
の

自
分
史
作
品
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
釋
の
研
究
の
重
要
性
は
、
自
分
史
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
の
核
に
植
民
地
や
戦
争
体
験
を
ど
の
よ
う
に
語
り
得
る
の
か
と
い

う
問
題
を
見
据
え
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る（11
）。

俳
句
の
創
作
を
経
た
井
筒
が
、
最
初
に
自
分
史
の
形
式
で
自
身
の
体
験
を

綴
っ
た
作
品
で
あ
る
﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
は
、
井
筒
が
生

ま
れ
て
か
ら
渡
満
ま
で
の
子
供
時
代
と
紙
漉
き
の
少
女
時
代
、
満
洲
植
民
生
活
、

引
揚
げ
及
び
帰
国
後
の
人
生
体
験
が
描
か
れ
て
い
る
。
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分
析
に
入
る
前
に
、
井
筒
の
自
分
史
で
描
か
れ
た
人
生
体
験
を
簡
潔
に
ま
と

め
る
。
一
九
二
一
年
、
井
筒
は
越
前
和
紙
の
里
、
福
井
県
に
生
ま
れ
た
。
母
の

連
れ
子
で
あ
る
井
筒
は
継
父
と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
貧

乏
な
子
供
時
代
を
過
ご
し
、
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
紙
漉
き
工
と
な
る
。
親
が

決
め
た
結
婚
相
手
を
好
き
に
な
れ
ず
、「
大
陸
の
花
嫁
」
に
応
募
し
て
、
一
九
四

三
年
に
渡
満
、
全
く
知
ら
な
い
人
と
結
婚
し
、
満
洲
の
開
拓
地
で
暮
ら
す
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
妊
娠
し
た
井
筒
の
世
話
を
す
る
た
め
に
、
井
筒
の
妹
が

渡
満
す
る
。
敗
戦
後
、
難
民
と
な
っ
た
井
筒
は
乳
飲
み
子
を
抱
え
て
生
活
す
る

た
め
、
現
地
の
中
国
人
の
家
で
乳
母
と
な
る
。
こ
の
頃
、
井
筒
の
妹
は
開
拓
団

の
男
と
強
制
的
に
結
婚
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
六
年
に
引
揚
げ
る
際
、

井
筒
は
長
女
を
連
れ
て
い
く
こ
と
は
出
来
た
が
、
妹
は
満
洲
に
残
す
こ
と
に

な
っ
た
。

自
分
史
﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
の
初
章
「
老
い
て
」
は
、

七
十
歳
に
な
っ
た
「
私
」
が
母
の
世
話
を
す
る
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
後
の

体
験
を
記
し
た
終
章
「
生
か
さ
れ
て
」
で
は
ま
た
母
の
話
に
戻
る
。
つ
ま
り
、

作
品
は
明
確
に
現
在
の
時
点
か
ら
過
去
の
出
来
事
を
思
い
出
す
構
図
を
と
る
。

そ
も
そ
も
自
分
史
を
書
く
行
為
と
は
、
意
識
的
に
過
去
の
自
分
と
距
離
を
作
り
、

過
去
の
自
分
を
検
証
す
る
行
為
で
あ
る
。
初
章
か
ら
終
章
ま
で
を
貫
く
問
い
は
、

「
私
は
誰
の
子
」
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
「
私
の
来
し
方
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
本
作
は
、「
大
陸
の
花
嫁
」
で
あ
っ
た
「
自
分
と

は
何
者
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
「
私
と
母
」
の
関
係
か
ら
答
え
を
得
よ
う
と

す
る
テ
ク
ス
ト
と
い
っ
て
も
良
い
。
井
筒
が
本
作
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
自

分
の
体
験
を
再
構
成
す
る
の
か
を
読
み
取
っ
て
い
く
。

「
私
」
は
、
渡
満
ま
で
の
生
活
で
は
親
か
ら
愛
さ
れ
ず
、
両
親
か
ら
い
つ
も
叱

言
を
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
自
分
の
意
志
で
好
き
な
人
と
付
き
合

う
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
ゆ
え
に
、「
何
も
か
も
忘
れ
た
く
て
、
当
時
、
女
子
青
年

団
に
奨
励
さ
れ
て
い
た
「
大
陸
の
花
嫁
」
に
応
募
し
、
満
州
（
中
国
東
北
部
）

へ
行
こ
う
と
決
意
し
た
。（
四
二
頁
）」
と
語
る
。
井
筒
は
渡
満
し
た
自
分
を

「
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
行
っ
た
大
陸
の
花
嫁
」
と
認
識
し
て
い
る
の
だ
が
、
作
品

の
後
半
部
分
に
は
、
井
筒
が
自
分
の
人
生
を
意
味
づ
け
る
箇
所
が
あ
る
。

私
は
川
。
ど
こ
か
ら
落
ち
て
き
た
一
雫
が
谷
川
に
な
り
、
石
に
ぶ
ち
当

た
り
岩
に
打
ち
の
め
さ
れ
、
揉
ま
れ
揉
ま
れ
て
紙
漉
き
に
使
わ
れ
、
溝
川

へ
流
さ
れ
、
崖
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
も
し
た
が
、
今
は
周
囲
か
ら
助
け
ら

れ
幸
せ
に
ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
る
。
今
は
周
囲
か
ら
助
け
ら
れ
幸
せ
に

ゆ
っ
た
り
流
れ
て
い
る
。
が
、
豊
か
な
流
れ
に
は
、
岸
辺
に
芥
の
漂
う
こ

と
も
あ
る
。

（
九
五
頁
）

「
川
」
と
い
う
比
喩
的
表
現
を
用
い
て
、
井
筒
は
様
々
な
遭
遇
し
た
苦
難
を
受

け
入
れ
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
生
き
延
び
得
た
こ
と
を
肯
定
的
に
捉
え
よ
う
と

し
て
い
る
。「
ど
こ
か
ら
落
ち
て
き
た
一
雫
が
谷
川
に
な
り
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

井
筒
は
「
自
分
の
来
し
方
」
の
執
拗
な
問
い
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
よ
う
。「
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
行
っ
た
大
陸
の
花
嫁
」
か
ら
「
豊
か
な
流

れ
」
の
「
川
」
と
な
る
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
満
洲
か
ら
引
揚
げ
と
そ
の

後
の
体
験
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

井
筒
は
渡
満
後
、
妊
娠
し
出
産
、
母
と
な
る
。「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
ず
に
育
っ

て
き
た
私
は
、
わ
が
子
は
愛
し
み
育
て
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
（
七
二
頁
）」
た
。
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子
供
の
誕
生
に
よ
り
、
井
筒
は
、
自
身
の
立
場
が
愛
を
求
め
る
子
供
の
か
ら
子

供
を
愛
す
る
母
に
転
換
し
た
こ
と
を
意
識
し
た
。
あ
る
い
は
、
母
に
な
る
こ
と

で
「
母
と
子
」
の
関
係
を
作
り
直
そ
う
と
し
た
自
分
の
姿
を
捉
え
よ
う
と
し
て

い
る
と
も
い
え
よ
う
。

そ
の
上
、
夫
が
現
地
召
集
さ
れ
た
母
と
子
は
、
敗
戦
後
の
厳
し
い
状
況
に
直

面
す
る
。
チ
チ
ハ
ル
の
収
容
所
で
の
体
験
を
描
く
場
面
で
は
、
娘
の
「
清
美
を

銃
身
で
小
突
き
、
私
に
銃
口
を
向
け
た
」
八
路
兵
か
ら
、
自
ら
を
犠
牲
に
す
る

覚
悟
で
娘
を
守
る
場
面
が
語
ら
れ
る
。
死
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
は
、「
母

と
子
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
新
た
な
次
元
で
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
わ
が
子
を
生
か
し
て
、
連
れ
て
帰
り
た
か
っ
た
」「
私
」
は
、
日
本
人
会
が

難
民
と
な
っ
た
日
本
人
に
斡
旋
し
た
仕
事
を
引
き
受
け
る
。「
私
」
は
、
中
国
人

の
家
庭
「
李
家
」
で
「
敦
華
」
の
乳
母
に
な
っ
た
。

李
家
で
は
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
、
私
た
ち
母
子
を
優
遇
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
っ
た
。
隣
近
所
の
人
た
ち
と
も
笑
顔
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
安

穏
な
中
に
い
た
。（
中
略
=
筆
者
）
私
た
ち
の
チ
チ
ハ
ル
引
き
揚
げ
は
昭
和

二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
に
決
ま
っ
た
。

（
中
略
=
筆
者
）

太
々
は
敦
華
を
抱
い
て
、
西
門
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
別

れ
の
握
手
を
交
わ
し
た
時
の
太
々
の
手
の
温
も
り
は
、
私
の
生
涯
、
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
西
門
に
は
満
州
の
夕
日
が
赤
か
っ
た
。（

八
三
頁
）

一
般
的
に
、
敗
戦
後
は
日
本
人
が
満
洲
国
軍
と
ソ
連
兵
士
に
襲
撃
さ
れ
、
掠

奪
さ
れ
た
出
来
事
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
井
筒
は
引
揚
げ
ま
で
の

生
活
に
お
い
て
、
こ
の
「
乳
母
」
体
験
を
と
り
わ
け
強
調
す
る
。「
私
」
に
と
っ

て
「
乳
母
」
は
何
か
を
奪
わ
れ
た
側
で
な
く
、
何
か
を
与
え
る
側
の
存
在
で
あ

り
、「
乳
母
」
の
仕
事
を
通
し
て
女
性
の
身
体
の
生
産
性
を
積
極
的
に
認
識
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
と
も
に
、「
李
家
」
で
の
体
験
の
表
現
に
よ
り
、
個
人

的
な
レ
ベ
ル
で
従
来
の
悲
惨
な
引
揚
げ
女
性
か
ら
逸
脱
な
語
り
が
見
え
る
の
で

は
な
い
か
。

終
章
で
は
、「
私
」
の
出
生
の
秘
密
が
明
か
さ
れ
る
。「
私
」
の
母
は
若
い
時

に
男
に
強
姦
さ
れ
、「
私
」
を
産
ん
で
い
た
の
だ
。「
私
」
は
「
母
そ
っ
く
り
の

顔
立
ち
」
を
し
て
い
る
が
、「
ど
こ
か
に
そ
の
男
の
面
影
が
あ
る
」
の
か
も
知
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
私
」
は
母
に
対
し
て
「
男
を
憎
み
、
私
を
も
憎
か
っ

た
に
違
い
な
い
」
と
い
う
「
自
己
嫌
悪
」
の
思
い
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
（
九
七
~
九
八
頁
）。
そ
の
後
「
わ
が
家
で
私
が
看
取
っ
て
い
る
母
の
過
去
を

あ
ば
き
た
く
な
い
。
し
か
し
、
私
は
敢
え
て
そ
の
真
実
を
書
き
残
す
（
九
八

頁
）」
と
語
る
。

こ
の
自
分
史
作
品
で
、
井
筒
は
自
分
の
生
涯
を
顧
み
る
。
真
の
過
去
を
隠
さ

ず
、
自
分
の
来
し
方
を
直
視
す
る
こ
と
は
、
井
筒
に
と
っ
て
「
自
己
嫌
悪
」
か

ら
脱
出
す
る
た
め
の
方
策
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
作
品
の
最
後
に
は
、
次
の

句
が
置
か
れ
て
い
る
。

生
か
さ
れ
て
い
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ

書
名
に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
句
の
「
生
か
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
分

の
意
識
や
意
志
と
関
係
な
く
生
を
受
け
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
自
身
が
望
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ま
れ
な
い
子
供
だ
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
境
遇

を
「
生
き
」
た
と
い
う
言
葉
に
は
、
自
分
の
意
志
で
主
体
的
に
生
き
な
お
そ
う

し
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
井
筒
は
、
自
分
が
主
体
的
に
選
択
し
た
出
来

事
と
、
そ
う
で
な
い
出
来
事
と
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
自
分
の
人
生
を
再
構
成
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
万
緑
の
中
に
老
ゆ
」
と
い
っ
た
人
生
の
豊
か
さ
を

意
味
す
る
表
現
に
収
斂
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
俳
句
は
井
筒
の
自
分
の
人

生
に
対
す
る
総
括
で
あ
ろ
う
。
西
田
が
論
じ
た
よ
う
に
、
井
筒
の
俳
句
の
多
く

は
「
境
涯
俳
句
」
と
い
え
、「「
生
」
に
「
命
を
賭
け
る
」
と
い
う
受
動
的
積
極

性
が
あ
る（12
）」。
こ
の
「
受
動
的
積
極
性
」
は
自
分
史
作
品
で
も
見
ら
れ
る
。

満
洲
生
活
は
内
地
の
生
活
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
始
ま
っ
た
。
何
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
の
渡
満
だ
っ
た
が
、
現
地
で
は
一
生
懸
命
に
農
耕
生
活
を
過
ご
し
た
。

敗
戦
後
は
生
き
抜
く
た
め
に
乳
母
の
仕
事
を
し
、
飢
餓
と
俘
虜
生
活
と
い
う
極

限
状
態
を
経
て
、
成
長
し
た
女
性
と
な
っ
た
。
こ
の
句
に
は
、
親
の
愛
に
飢
え

る
わ
が
ま
ま
な
少
女
か
ら
、
子
供
を
守
る
母
に
な
る
ま
で
と
い
う
人
生
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。「
私
」
が
母
を
介
護
す
る
場
面
で
始
ま
り
、
そ
の
介
護
を
終
え
た

場
面
で
閉
じ
ら
れ
る
﹃
生
か
さ
れ
て
い
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
は
、
井
筒
が

「
母
と
子
供
」
の
関
係
を
か
ら
自
分
の
来
歴
を
問
い
直
し
、
自
己
の
再
生
に
至
っ

た
作
品
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

四

時
代
を
描
く
︱
︱
書
き
換
え
ら
れ
た
『
大
陸
の
花

嫁
』

﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
を
書
き
上
げ
た
井
筒
は
、
十
年
近
く

経
っ
て
の
ち
、
も
う
一
本
の
自
分
史
作
品
﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
を
書
い
た
。
こ
の

部
分
は
﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
に
焦
点
を
絞
り
、
二
つ
の
自
分
史
作
品
を
合
わ
せ
て

読
ん
で
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
表
現
し
た
井
筒
の
体
験
を
考
察
し
、
井
筒
が
執
筆

す
る
時
意
識
の
変
化
を
も
読
み
取
っ
て
い
く
。

﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
の
「
ま
え
が
き
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

当
時
、
私
の
「
大
陸
の
花
嫁
」
の
目
か
ら
見
た
も
の
は
、
日
本
人
の
横
暴

さ
と
「
メ
ィ
フ
ァ
ズ
（
仕
方
が
な
い
）」
で
諦
め
る
中
国
人
の
お
お
ら
か
さ

で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
日
本
国
敗
戦
で
逆
転
し
た
。
阿
鼻
叫
喚
の
満
州
か
ら
生
き
て

帰
っ
て
き
た
私
は
、
八
十
歳
の
今
、
ま
だ
生
か
さ
れ
て
い
る
。（

三
~
四
頁
）

「
日
本
人
の
横
暴
さ
」
や
「「
メ
ィ
フ
ァ
ズ
（
仕
方
が
な
い
）」
で
諦
め
る
中
国

人
」
な
ど
の
表
現
が
見
ら
れ
、
戦
争
に
お
け
る
自
民
族
と
他
民
族
の
意
識
が
明

ら
か
に
す
る
。
敗
戦
体
験
に
関
し
て
は
﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄

に
登
場
し
た
「
死
線
を
越
え
て
」
の
代
わ
り
、「
日
本
国
敗
戦
で
逆
転
し
た
」、

「
阿
鼻
叫
喚
の
満
州
か
ら
生
き
て
帰
っ
て
き
た
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
、
こ
こ

か
ら
、「
日
本
」
と
「
満
州
」
の
対
立
が
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
、
二
つ
の
自
分
史
作
品
が
描
く
満
洲
生
活
に
は
、
特
に
日
本
人
の
目

線
か
ら
見
た
現
地
の
人
々
に
対
し
て
の
描
写
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、

﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
で
は
「
現
地
の
人
た
ち
は
、
日
本
人
の

言
う
こ
と
は
少
々
無
理
な
こ
と
で
も
従
い
、
特
に
私
た
ち
女
性
を
歓
迎
し
、
優

遇
し
た
」（
五
二
頁
）
と
淡
々
と
書
か
れ
て
い
る
が
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は

「
現
地
の
人
た
ち
は
、
日
本
人
の
ご
機
嫌
を
と
り
、
お
追
従
を
使
っ
て
い
た
。
そ
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れ
に
乗
じ
て
日
本
人
は
彼
ら
に
無
理
難
題
を
ふ
っ
か
け
、
横
暴
を
極
め
た
者
も

い
る
」（
三
〇
頁
）
と
記
述
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
に
は
現
地
人

が
受
け
た
暴
力
の
表
現
が
現
れ
、
植
民
地
支
配
に
対
す
る
反
省
の
態
度
も
窺
え

る
。ま

た
重
要
な
の
は
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は
緻
密
な
筆
致
で
立
体
的
な
女
性
像

が
描
き
出
さ
れ
、
植
民
者
内
部
の
葛
藤
が
描
き
出
さ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
と
り

わ
け
妊
娠
す
る
「
私
」
を
世
話
す
る
た
め
に
、
渡
満
し
た
「
私
の
妹
」
の
存
在

で
あ
る
。﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
で
は
あ
ま
り
表
現
さ
れ
な

か
っ
た
が
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
に
お
い
て
は
目
立
つ
存
在
で
あ
る
。

敗
戦
後
の
混
乱
状
態
に
直
面
し
た
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
日
本
人
の

女
た
ち
を
守
り
「
敵
か
ら
狙
わ
れ
」
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
「
若
い
男
女
」

に
異
性
装
を
さ
せ
、
偽
装
夫
婦
を
作
っ
た
。

私
の
妹
に
は
、「
死
ぬ
と
き
は
一
緒
に
死
の
う
な
」
と
、
交
わ
し
た
人
が

い
た
。
私
は
、
た
と
え
偽
装
に
し
て
も
、
そ
の
興
亜
の
人
と
組
ま
せ
た

か
っ
た
。
だ
が
妹
は
、
警
備
隊
長
Ｍ
氏
の
息
子
に
見
初
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
興
亜
の
立
場
か
ら
、
興
隆
の
幹
部
に
従
う

べ
き
だ
と
、
私
た
ち
姉
妹
は
説
得
さ
れ
た
。

（
七
二
頁
）

妹
の
体
験
を
表
現
す
る
時
、
前
述
の
「
偽
装
夫
婦
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
言
及

し
、
女
性
に
対
す
る
戦
時
の
性
的
暴
力
の
問
題
を
顕
在
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
で
は
、
妹
の
処
遇
は
「
警
備
隊
長
の
松

原
さ
ん
の
息
子
に
見
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
私
も
と
も
に
、
そ
の
家
族
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
（
七
四
頁
）」
と
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
妹
と
Ｍ
氏
の
息
子
と
が
偽
装
結
婚
し
て
作
ら
れ
た
家
族
と
い
う
共
同

体
に
つ
い
て
も
、「
妹
の
お
陰
で
」
あ
っ
た
と
曖
昧
な
表
現
で
語
ら
れ
る
。

し
か
し
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は
、
妹
は
好
き
な
男
性
と
引
き
離
さ
れ
て
強
制

的
に
Ｍ
氏
の
息
子
と
「
偽
装
結
婚
さ
せ
ら
れ
た
」
と
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
る
。

﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は
戦
時
に
お
け
る
女
性
の
立
場
の
弱
さ
や
婚
姻
制
度
の
欺
瞞

が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
先
の
引
用
で
わ
か
る
よ
う
に
、
妹
の
献
身
的
な
行
為
は
自
分
の
安
全

確
保
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
妹
が
属
す
る
「
興
亜
」
開
拓
団
と
、
彼
ら
の
世

話
を
す
る
「
興
隆
」
開
拓
団
の
関
係
に
も
関
わ
り
、
敗
戦
後
外
地
に
い
る
日
本

人
の
共
同
体
の
間
の
利
益
交
換
と
い
う
要
素
も
あ
る
。
戦
時
に
大
陸
の
花
嫁
に

な
る
井
筒
と
妹
の
偽
装
結
婚
は
、
女
性
の
資
源
化
の
問
題
を
仄
め
か
す
。

こ
の
よ
う
に
、
結
婚
と
い
う
極
め
て
個
人
的
で
あ
る
べ
き
選
択
で
あ
っ
て
も
、

自
分
の
意
思
通
り
に
は
な
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
「
私
」
と
妹
は
共
通
す

る
体
験
を
持
つ
と
い
え
る
が
、「
大
陸
の
花
嫁
」
の
「
私
」
と
妹
と
の
体
験
に
は

差
異
も
あ
る
。

「
私
」
が
実
家
か
ら
逃
げ
出
す
た
め
に
「
大
陸
の
花
嫁
」
に
応
募
し
た
こ
と
は
、

「
私
」
の
主
体
的
な
選
択
で
あ
っ
た
。
し
か
し
妹
の
場
合
は
「
私
の
身
を
案
じ
た

故
郷
の
母
は
、
妹
を
寄
越
し
て
く
れ
た
（
三
八
頁
）」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
妹
の
渡
満
は
「
私
」
の
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
妹
と
「
私
」
は

一
緒
に
は
引
揚
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
妹
を
返
し
て
く
だ
さ
い
」

私
は
Ｍ
氏
に
頼
ん
だ
。
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「
い
や
、
こ
の
ま
ま
息
子
の
嫁
に
も
ろ
う
て
お
く
」

（
中
略
=
筆
者
）

私
は
、
妹
を
残
し
て
引
き
揚
げ
列
車
に
乗
っ
た
。
動
き
出
し
た
列
車
を

追
い
か
け
て
く
る
妹
の
姿
が
見
え
た
。
妹
は
私
と
一
緒
に
帰
り
た
く
て
逃

げ
出
し
て
き
た
が
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

（
九
九
~
一
〇
一
頁
）

引
揚
げ
前
に
「
私
」
は
Ｍ
氏
に
妹
を
返
す
よ
う
頼
む
が
、
拒
否
さ
れ
る
。
そ

の
後
「
私
は
、
妹
を
残
し
て
引
き
揚
げ
列
車
に
乗
っ
た
」。
妹
は
敗
戦
国
の
国
民

と
し
て
過
酷
な
体
験
を
強
い
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
女
性
と
し
て
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
も
犠
牲
と
な
る
こ
と
を
を
強
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
妹
は
家
族

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
犠
牲
者
で
も
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な

ら
ば
、
井
筒
は
﹃
生
か
さ
れ
た
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
で
は
語
ら
な
か
っ
た

自
身
の
加
害
者
的
側
面
を
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は
あ
え
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

も
う
少
し
こ
の
点
を
掘
り
下
げ
た
い
。
妹
が
現
地
に
残
さ
れ
た
の
は
、
引
揚

げ
前
に
、
妹
を
返
し
て
欲
し
い
と
い
う
「
私
」
の
要
求
を
Ｍ
氏
が
拒
絶
し
た
こ

と
に
よ
る
が
、
直
接
に
は
Ｍ
氏
の
家
族
が
「
天
然
痘
に
罹
っ
て
い
た
の
で
家
族

ぐ
る
み
隔
離
さ
れ
」
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
対
す
る
「
私
」
は
、「
係
官
に
、

自
分
の
腕
章
や
胸
章
を
示
し
、
彼
ら
と
は
帰
る
と
こ
ろ
が
違
う
、
家
族
で
は
な

い
こ
と
を
告
げ
（
一
〇
〇
頁
）」
る
こ
と
で
引
揚
げ
列
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。

姉
で
あ
り
、
母
で
も
あ
る
「
私
」
は
、
妹
と
子
供
の
間
で
引
き
裂
か
れ
て
い

た
。
結
果
的
に
、
子
供
を
内
地
に
連
れ
て
帰
る
た
め
に
、
妹
を
満
洲
に
見
捨
て

た
の
で
あ
る
。
前
節
で
論
じ
た
﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
に
描

か
れ
た
「
川
」
の
よ
う
な
自
己
肯
定
に
容
易
に
収
斂
で
き
な
い
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
自
分
の
側
面
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

次
の
引
用
は
、
引
揚
げ
後
、「
私
」
が
実
家
に
帰
っ
た
場
面
で
あ
る
。

「
お
っ
か
あ
、
帰
っ
て
き
た
ん
や
」

私
は
声
を
落
と
し
、
戸
を
低
く
叩
い
た
。

「
え
っ
、
す
さ
を
か
っ
。
す
さ
を
が
帰
っ
て
き
た
ん
か
っ
」

驚
い
て
起
き
た
ら
し
い
母
の
声
に
、
私
は
一
瞬
、
私
は
嫁
い
だ
身
、
や

は
り
こ
こ
へ
帰
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
だ
、
母
は
妹
の
帰
り
を
待
っ
て

い
た
の
だ
っ
た
、
と
い
う
思
い
が
よ
ぎ
っ
た
。

（
一
一
一
頁
）

妹
「
す
さ
を
」
の
帰
還
を
期
待
し
て
い
た
母
に
と
っ
て
、「
大
陸
の
花
嫁
」
と

し
て
渡
満
し
た
「
私
」
の
姿
を
見
る
こ
と
は
、
想
像
の
埒
外
に
他
な
ら
な
い
。

他
家
の
嫁
と
な
っ
た
人
間
は
、
実
家
に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
発
想
は
当
時
珍
し

く
も
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
政
策
と
し
て
「
大
陸
の
花
嫁
」
と
な
っ
た
女
性

の
引
揚
げ
後
の
境
遇
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
国
策
に
従
っ

て
渡
満
し
た
女
性
は
日
本
の
家
族
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
敗
戦
後
「
開

拓
民
」
の
夫
も
現
地
召
集
さ
れ
引
き
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
内
地
に
戻
っ
て

も
帰
る
場
所
な
ど
な
い
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は
「
妹
」
の
問
題
が
前
景
化
さ
れ
、
そ
こ

に
前
述
の
植
民
者
と
被
植
民
者
と
の
関
係
へ
の
関
心
が
重
な
る
。
偽
装
結
婚
を

強
い
ら
れ
、
現
地
に
残
さ
れ
た
妹
。
妹
を
見
捨
て
て
引
揚
げ
た
が
、
帰
る
家
を

持
た
な
か
っ
た
「
私
」。
二
人
の
受
け
た
暴
力
の
質
は
重
な
り
つ
つ
も
微
妙
な
差
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異
を
孕
み
つ
つ
、
個
人
、
家
族
、
国
家
と
い
う
異
な
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
重
層

的
な
加
害
と
被
害
の
関
係
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
私
」
一
人
の

問
題
に
留
ま
ら
な
い
女
性
の
戦
争
体
験
一
般
へ
の
問
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
は
植
民
地
や
戦
争
体
験
の
複
雑
さ
を
社
会
的
な
広

が
り
の
な
か
で
語
ろ
う
と
す
る
の
と
引
き
換
え
に
し
て
、
自
分
史
と
し
て
の
細

部
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
損
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
そ
れ
が
顕
著
な
の
は
渡
満

前
の
生
活
の
語
り
で
あ
る
。﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
で
は
子
供

時
代
に
井
筒
の
実
家
の
営
む
「
紙
漉
き
」
の
仕
事
が
廃
業
し
た
こ
と
に
言
及
し

て
い
る
。
廃
業
の
背
景
に
は
高
価
な
和
紙
の
需
要
が
低
迷
し
た
戦
前
の
庶
民
の

生
活
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
日
常
の
細
部
に
関
す
る
記
述

は
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
で
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。

一
方
で
、﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
の
「
引
き
揚
げ
港
再
訪
」
の
章
に
は
、﹃
生
か
さ

れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
に
は
な
か
っ
た
以
下
の
記
述
が
存
在
す
る
。

あ
れ
か
ら
五
十
一
年
経
っ
た
。
私
は
、
引
揚
船
再
現
の
船
か
ら
春
雨
煙

る
佐
世
保
の
島
々
を
眺
め
て
い
た
。
傍
ら
で
母
親
の
遺
影
を
抱
い
た
女
性

の
嗚
咽
。
あ
の
子
が
生
き
て
い
た
ら
、
五
十
三
歳
に
な
る
。
死
ん
だ
わ
が

子
の
幻
影
が
、
嗚
咽
の
女
性
と
重
な
っ
た
。
過
ぎ
た
歳
月
が
脳
裏
を
よ

ぎ
っ
た
。

（
一
七
五
頁
）

「
母
親
の
遺
影
を
抱
く
女
性
の
嗚
咽
」
に
共
鳴
す
る
よ
う
に
し
て
、「
死
ん
だ

わ
が
子
の
幻
影
」
を
「
私
」
は
見
よ
う
と
す
る
。
自
分
の
過
去
を
思
い
出
す

「
私
」
の
語
り
に
は
、
他
者
の
戦
争
体
験
が
溶
け
込
み
、
融
合
し
て
い
る
。
そ
れ

は
「
私
」
を
越
え
た
「
私
た
ち
」
女
性
の
複
雑
な
経
験
を
語
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

﹃
生
か
さ
れ
て
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
か
ら
書
き
換
え
ら
れ
た
﹃
大
陸
の
花

嫁
﹄
に
お
い
て
、
作
家
の
関
心
は
よ
り
広
い
範
囲
の
女
性
へ
と
移
っ
て
い
る
。

そ
し
て
井
筒
は
、
自
身
の
体
験
を
個
人
の
問
題
に
留
め
ず
、
自
ら
を
巨
大
な
時

代
に
嵌
め
込
ん
で
い
く
。
一
人
の
人
生
の
表
現
と
い
う
よ
り
、「
大
陸
の
花
嫁
」

で
あ
っ
た
自
分
の
経
験
を
問
い
直
す
こ
と
で
、
戦
争
の
時
代
に
お
け
る
女
性
た

ち
の
集
合
的
体
験
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

五

お
わ
り
に

本
稿
は
、「
大
陸
の
花
嫁
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
性
と
戦
争
体
験
の
表
現
と
い
う
二

つ
の
観
点
か
ら
問
題
領
域
を
設
定
し
、
考
察
を
行
な
っ
た
。
句
集
﹃
望
郷
﹄
は

満
洲
の
自
然
環
境
や
、
農
耕
生
活
、
敗
戦
後
の
過
酷
な
体
験
と
い
っ
た
戦
争
期

の
日
常
を
見
事
に
描
く
。
自
分
史
﹃
生
か
さ
れ
た
生
き
万
緑
の
中
に
老
ゆ
﹄
は

戦
争
時
代
を
背
景
と
し
て
、
紙
漉
き
、
出
産
育
児
、
乳
母
の
仕
事
な
ど
の
体
験

を
中
心
に
、「
大
陸
の
花
嫁
」
と
し
て
の
個
人
的
な
出
来
事
を
主
体
的
に
書
き
上

げ
た
。﹃
大
陸
の
花
嫁
﹄
の
関
心
は
、
自
分
の
身
に
起
こ
っ
た
か
ら
広
が
り
、

「
妹
」
の
存
在
を
前
景
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
者
と
の
関
係
で
戦
争
体
験
を
捉
え

直
そ
う
と
し
た
。

満
洲
へ
渡
っ
た
女
性
た
ち
に
つ
い
て
、
先
行
論
で
は
敗
戦
前
に
お
い
て
「
大

陸
の
花
嫁
」
の
「「
産
む
性
」
が
、
大
陸
侵
略
の
道
具
に
利
用
さ
れ
た
」
し
、
敗

戦
後
に
そ
れ
ら
が
性
的
被
害
を
受
け
て
、
非
合
法
の
中
絶
手
術
、
性
の
接
待
と

い
っ
た
被
害
体
験
と
強
調
し
た（13
）。
だ
が
、
井
筒
の
表
現
か
ら
敗
戦
前
の
穏
や
か



─　　─29

な
農
耕
生
活
と
「
乳
母
」
体
験
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
被
害
者
で
あ

る
妹
の
存
在
が
見
ら
れ
、
従
来
の
「
大
陸
の
花
嫁
」
の
姿
か
ら
ず
れ
た
存
在
が

浮
上
す
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
も
う
一
度
「
自
分
を
書
く
」
こ
と
に
戻
っ
て
み
た
い
。
書
く
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
の
体
験
を
再
生
し
、
再
認
識
す
る
。
終
戦
か
ら
七
十
余
年
の
間
、

体
験
者
に
よ
り
戦
争
体
験
は
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
戦
争
を
生
き
残
っ
た
人
た

ち
は
、
書
く
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
存
在
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
亡
く
な
っ
た

人
を
甦
ら
せ
る
。
歴
史
の
細
部
に
あ
る
個
人
を
可
視
化
す
る
た
め
に
も
、
著
名

な
作
家
の
作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
テ
ク
ス
ト
を

発
掘
し
、
そ
の
表
現
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
る
作
業
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）
渡
邊
洋
子
「
大
陸
の
花
嫁
」
金
子
幸
子
ほ
か
編
﹃
日
本
女
性
史
大
辞
典
﹄

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
、
四
四
九
頁
。

（
2
）
加
納
実
紀
代
「
満
州
と
女
た
ち
」﹃
近
代
日
本
と
植
民
地
5
膨
張
す
る
帝

国
の
人
流
﹄
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
、
一
九
九
~
二
二
二
頁
。

（
3
）
松
田
澄
子
「
満
洲
へ
渡
っ
た
女
性
た
ち
の
役
割
と
性
暴
力
被
害
」﹃
山
形

県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
﹄
第
四
五
巻
、
山

形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
・
三
、

二
一
~
三
五
頁
。

（
4
）
古
久
保
さ
く
ら
「「
近
代
家
族
」
と
し
て
の
満
州
農
業
移
民
家
族
像
:

「
大
陸
の
花
嫁
」
を
め
ぐ
る
言
説
か
ら
」﹃
女
性
学
研
究
﹄
5
、
一
九
九
七
、

一
四
~
二
六
頁
。

（
5
）
相
庭
和
彦
、
大
森
直
樹
、
陳
錦
、
中
島
純
、
宮
田
幸
枝
、
渡
邊
洋
子

﹃
満
洲
「
大
陸
の
花
嫁
」
は
ど
う
つ
く
ら
れ
た
か
﹄
明
石
書
店
、
一
九
九
六
、

二
五
八
~
二
六
九
頁
。

（
6
）
井
筒
紀
久
枝
の
略
歴
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
内
容
を
参
照
し
た
。

「
平
和
へ
の
祈
り
:
井
筒
紀
久
枝
︹
略
年
譜
︺」:https: /

/w
w
w
.balloon.

ne.jp
/453 room

/ryakunenpu.htm

最
終
閲
覧

二
〇
二
二
・
十
二
・
一
。

（
7
）
注
（
6
）
に
同
じ
。
た
だ
し
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、﹃
寒
雷
﹄
に

井
筒
紀
久
枝
の
初
回
の
俳
句
掲
載
は
「
雪
嶺
の
光
紙
質
を
透
か
す
爪
も
澄

む
」（﹃
寒
雷
﹄
一
九
五
二
年
四
月
号
、
四
二
頁
）
で
あ
る
。

（
8
）
西
田
も
と
つ
ぐ
﹃
満
洲
俳
句

須
臾
の
光
芒
﹄
リ
ト
ル
ズ
、
二
〇
二
〇
、

七
七
頁
。

（
9
）
金
丸
精
哉
編
﹃
満
洲
歳
時
記
﹄（
博
文
館
、
一
九
四
三
）
に
は
桔
梗
は
九

月
、
芍
薬
は
六
月
の
季
語
と
あ
る
。
し
か
し
、
附
録
の
「
奉
天
に
於
け
る

植
物
の
開
花
期
」
に
は
、
桔
梗
の
開
花
期
は
四
月
下
旬
か
ら
九
月
の
上
旬

ま
で
と
あ
る
。

（
10
）
藤
村
妙
子
「
大
陸
の
花
嫁
~
彼
女
た
ち
は
な
ぜ
海
を
渡
っ
た
の
か
~
」

﹃
ア
ジ
ア
現
代
女
性
史
﹄
第
八
号
、
二
〇
一
三
、
一
一
二
~
一
一
九
頁
。

（
11
）
釋
七
月
子
﹃
自
分
史
は
語
る
﹄
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
〇
。

（
12
）
注
（
8
）
に
同
じ
。
八
五
頁
。

（
13
）
注
（
3
）
に
同
じ
。

【
付
記
】

「
満
洲
」
と
「
満
州
」
の
表
記
に
関
し
て
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
引
用
箇

所
を
の
ぞ
い
て
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
満
洲
」
と
い
う
表
記
に
統
一
し
た
。

（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）




